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〈声の広報〉議会だよりはボランティア音訳グループ「やまゆり」のご協力により、声の広報を用意し、無料で貸し出しています。 （問い合わせ）議会事務局

初日の２月２２日には、市長から平成２５年度の施政方針が示されました。その後、
これらの方針が盛り込まれた平成２５年度予算及び平成２４年度各会計補正予算、
並びに条例の制定など議案３９件、報告１件が提出され、提案理由の説明などが
ありました。また、陳情 1件の委員会付託を行いました。
２月２６日には、議案の常任委員会付託、予算審査特別委員会の設置及び同
委員会への平成２５年度予算関連議案の付託を行いました。その後、議案２件の
審査を行い、2議案が可決されました。また、議案３件が追加提案され、提案理
由の説明を行い委員会付託がされました。議員より発議案２件の提出があり、原
案のとおり可決されました。
３月５日、６日、７日には各常任委員会が開催され、付託されました議案２９件、
陳情１件の審査を行いました。
３月１１日には、付託された議案等について各常任委員長からの審査の経過と結
果を報告後、議案２７件が原案のとおり可決され、議案２件、陳情は１件は継続
審査とされました。
また、３月１１日、１３日、１４日には１３人が市政について一般質問を行いました。
３月１８日、２１日、２２日には予算審査特別委員会が開催され、付託されました
議案７件の審査を行いました。
最終日の３月２６日には、付託された議案等について予算審査特別委員会委員

長からの審査の経過と結果を報告後、新年度予算をはじめ、条例の一部改正な
ど議案１１件が原案のとおり可決されました。また、議案 2件が追加提案され、原
案のとおり可決、同意されました。

３月定例会において、市長より提案された下記の議案２件及び陳情１
件が、総務企画常任委員会及び建設経済常任委員会において継続
審査となりました。審議議案については、６月の委員会及び本会議にお
いて審議されることとなります。

議案番号 件　　名　　等 付託委員会
議案第　２号 袖ケ浦市自治基本条例の制定について 総務企画常任委員会
議案第１３号 袖ケ浦市土砂等の埋立て等による土壌の

汚染及び災害の発生の防止に関する条例
の全部を改正する条例の制定について

建設経済常任委員会

陳情第　１号 袖ケ浦市土砂等の埋立て等による土壌の
汚染及び災害の発生の防止に関する条例
の全部改正に係る審議について

3月定例会 ２月２２日～３月２６日
（会期３３日間）

平成25年 第 3回（6月招集）定例会会期（案）
【会期】平成２５年６月４日（火）から６月２１日（金）までの１８日間
日 曜日 区　　　　　分 傍聴
4 火 本会議 ○
10 月 本会議（一般質問） ○
11 火 本会議（一般質問） ○
12 水 本会議（一般質問） ○
13 木 本会議（一般質問予備日） ○
17 月 総務企画常任委員会 ○
18 火 文教福祉常任委員会 ○
19 水 建設経済常任委員会 ○
21 金 本会議 ○

＊一般質問通告一覧表は５月３１日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所 議会事務局までお問い合わせください。

地域の子どもたちの地域の子どもたちの
健康を願い、健康を願い、
成長を共に成長を共に
喜んで !!喜んで !!

鯉のぼりフェスティバル開催
５月５日

　今年で１７回目を迎える当イベント。
今年も５月６日まで小櫃川中川橋（国
道４０９号）付近で２５０匹の鯉のぼりが
遊泳されます。

継続審査中議案３件



そでがうら議会だより第 154 号 平成２５年（2013 年）５月１日　（  ）2

【議　　案】
▶議案第２号 袖ケ浦市自治基本条例の制定について
・結　　　果 継続審査
・主 な 質 疑 ①条例案と市民会議の提言との相違点
 ②子どもの権利に対する取り扱い
 ③総合計画と自治基本条例における街の形の違い
 ④自治会の重要性
 ⑤市民の条例に対する認知度
 ⑥市民に対する説明の必要性
 ⑦自治会からの意見
 ⑧今後の条例の検証・見直しへのかかわり方
 ⑨市民参画の確保
 ⑩住民投票に対する意見
 ⑪条例の実効性の確保
▶議案第１４号  袖ケ浦市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①１人あたりの削減額
 ②地域経済に与える影響についての考え方
 ③人事院勧告への対応
 ④職員への周知方法
 ⑤減額措置延長終了後の判断とその対応
・討　　　論 賛成
  　厳しい状況である事は理解できるが、現在の財政状況を踏まえ

て今後の第２期実施計画の実施や社会経済状況から改正内容は
適正なので賛成です。

 反対
  　民間労働者と公務員が賃金引下げの競争をし、労働者全体

の賃金を下げるという悪循環が作り出されています。それを止め
るためにも引き下げるべきではないので反対です。

▶議案第１６号  袖ケ浦市防災会議条例及び袖ケ浦市災害対策本部条例の一
部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

▶議案第２６号 平成２４年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第４号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①土地開発基金繰り出し金の増額理由
  ②男女共同参画事業
 ③ 重度心身障害者医療費支給の増加理由と現物給付の実施

見込み
 ④市民税及び法人市民税の増加理由
 ⑤福祉作業所利用者減の理由
 ⑥年少扶養控除廃止による保育料への影響
 ⑦生活保護の状況
 ⑧ 子ども医療費助成事業費の増加状況と償還払い手続きの期

限
 ⑨健康づくり支援センター管理費、ごみ処理事業費の増額理由
 ⑩長浦商店会街路灯の現状と今後の見通し
 ⑪消防水利の設置基準
 ⑫小学校運営事業費の増額理由
 ⑬社会教育費の全般の減額理由
▶議案第４０号 平成２４年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第５号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①臨時交付金の活用による一般会計への影響
 ②交付金の交付対象範囲
・討　　　論 なし

 総務企画常任委員
　委 員 長　佐久間清
　副委員長　前田美智江
　委　　員　在原直樹／篠原幸一／鈴木憲雄／篠﨑龍夫
　　　　　　励波久子／笹生　猛

　３月定例会において、各委員会では付託さ
れた議案、陳情の審査及び所管事務調査が行
われました。

【議　　案】
▶議案第３号  袖ケ浦市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につい

て
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①対策本部設置の具体的な流れ
 ②初動体制等の具体的な内容
・討　　　論 なし
▶議案第４号  袖ケ浦市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①本市で該当する施設数及び対象者数
 ②条例制定による影響
 ③待機者の解消に関する市の考え
 ④助成制度
 ⑤待機者の内訳
 ⑥施設ごとの入所希望者数の違い等
・討　　　論 なし
▶議案第５号  袖ケ浦市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①運営の改善等に関する市の考え
・討　　　論 なし
▶議案第６号  袖ケ浦市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着

型介護予防サービス事業者の指定に関する基準を定める条
例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２７号  平成２４年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①医療費増加の内容

②医療費抑制のための指導

 

　　　　　　　 ③療養給付費等負担金の減額の理由
 ④国県の負担割合変更に伴う市への影響
 ⑤負担割合に関する国への働きかけ
・討　　　論 なし
▶議案第２８号   平成２４年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①保険基盤安定繰入金の減額の理由
・討　　　論 なし
▶議案第２９号 平成２４年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第３号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①介護サービス等諸費の減額の理由及び背景
 ②サービス減少の理由
 ③第５期実施計画と実績の兼ね合い
・討　　　論 なし
【所管事務調査】 ・袖ケ浦市福祉作業所について
 ・木更津市あけぼの園の施設見学について

 文教福祉常任委員
 委 員 長　佐藤麗子
 副委員長　笹生典之
 委　　員　木村修平／緒方妙子／長谷川重義／茂木芳和
　　　　　　篠﨑典之／渡辺　盛　　　　　　　　　　　　

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

３月５日開催

３月６日開催
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建設経済常任委員会

【議　　案】
▶議案第７号  袖ケ浦市都市公園における移動等円滑化のために必要な特

定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定につい
て

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第８号  袖ケ浦市市道における移動等円滑化のために必要な道路の

構造に関する基準を定める条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第９号  袖ケ浦市市道の構造の技術的基準を定める条例の制定につ

いて
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第１０号  袖ケ浦市市道に設ける案内標識及び警戒標識等の寸法を定

める条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①省令をそのまま採用した理由
 ②標識等の市独自の検討内容
 ③条例制定にあたり内部で行った議論の内容
・討　　　論 なし
▶議案第１１号  袖ケ浦市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める

条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第１２号  袖ケ浦市公共下水道の構造及び終末処理場の維持管理の基

準を定める条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第１３号  袖ケ浦市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発

生の防止に関する条例の全部を改正する条例の制定につい
て

・結　　　果 継続審査
・主 な 質 疑 ① 本条例策定と過去に高谷地先で発生した残土問題との関係

性
 ②市民の残土イメージに対する不安感の解消
 ③ 市民不安及び農家等の状況を勘案したうえでの本条例内容

の見直しの検討
 ④高谷地区の残土条例問題の背景
 ⑤規則にある周辺住民の８割の許可条件の解釈の仕方
 ⑥ 埋立て許可における家族間の意見の相違に対する執行部の

考え方
 ⑦本市独自の条例を制定するに至る背景
 ⑧この条例に関する過去の一般質問に対する答弁の検証
 ⑨条例制定の背景の１つである市のやるべき問題点
 ⑩事業者及び所有者等との訴訟問題発生時の考え方
 ⑪木更津市の許可条件に対する市の考え方
 ⑫ 許可条件を決定するに至る他市条例に対する財産権につい

ての考え方
 ⑬ 規則にある３００ｍ以内住民８割の許可条件が財産権の侵害

にあたるか、いなか
 ⑭財産権の考慮に対する執行部の考え方
 ⑮適用除外の内容
 ⑯ 適用除外者とその他の申請者の不平等差に対する市の考え

方
 ⑰規則にある３００ｍと定めた数字の根拠
 ⑱過去の市内残土埋立て発生時の問題点
 ⑲ 残土埋立て申請後の申請内容確認及び事業進行状況等の

市の把握状況
 ⑳県条例規制事業の状況把握
 21 残土の搬入において市民に対し安全安心をアピールできるポイ

ント
 22残土埋立てによる市内の水のトラブルの発生状況
 23 埋立てする近辺の農耕者や、水利組合等の許可同意に関す

る考え方
 24近隣市の条例施行後の埋立て許可件数
 25 他市の条例を検討した中でこの条例が規制とならないか等の

検討内容
 26規則制定、また制定後の内容変更の手続き方法
 27条例の中に許可条件がうたわれないことの懸念
 28議会が条例を可決するための前提条件の考え方
 29過去議会が採択した意見書
 30県外残土持ち込み不可の検討

 31市独自条例を制定する意義
 32規則施行による市民に対する過剰規制の懸念
 33チェック機能の強化
 34 パブリックコメントの吐き出した意見
▶議案第１８号  袖ケ浦市廃棄物等の減量化、資源化及び適正処理等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ① 粗大ごみ有料化の目的にあるごみの排出抑制についての考え

方
 ②ごみの排出抑制量の見込み
 ③粗大ごみ有料化とリサイクルの関係及び考え方
 ④リサイクル及びリユースに対する考え方
 ⑤不用品の情報交換と利用状況
 ⑥ 粗大ごみ有料化の目的にあるごみ処理コストの認識について

の考え方
 ⑦粗大ごみ有料化による手数料徴収の見込み額
 ⑧粗大ごみ有料化の目的の明確性の確保
 ⑨粗大ごみの収集回数を減少した場合等のコスト面の検証結果
　 ⑩収集区分の変更内容
 ⑪ 収集区分変更に係る必要となるごみ袋数の増加懸念に対す

る考え方
 ⑫ごみ袋の値下げの検討
 ⑬地方分権一括法との関係
 ⑭法改正に伴う設置される技術管理者の資格等
 ⑮省令をそのまま採用した理由
・討　　　論 なし
▶議案第１９号  袖ケ浦市都市公園の管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成） 
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２０号  袖ケ浦市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定

について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①条例と省令内容の確認
 ②住宅入居者からの要望事項の有無
 ③入居者資格について月例収入の省令内容との比較
 ④月例収入について市独自の基準の執行部の検証
・討　　　論 なし
▶議案第２1号  袖ケ浦市地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①地区計画を施行するうえでの効果
 ②建築制限が加える市民への影響
 ③福王台桜坂上地区の条例施行前の建築物の条例適用
・討　　　論 なし
▶議案第２５号  平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計資本剰余金の処分につい

て
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第３０号  平成２４年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ① 平岡地区の建設改良事業費の減額及び農業集落配水整備

事業との検討内容
 ②一般職人件費の減額の理由
・討　　　論 なし
▶議案第３１号  平成２４年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第

３号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①袖ケ浦駅海側土地区画整理事業の進行状況
 ②管渠整備事業国庫補助金が認められなかった理由
 ③ 袖ケ浦駅海側土地区画整理組合開発者負担金の減額の理

由
・討　　　論 なし
▶議案第３２号 平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第２号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①料金水量の状況
 ②今後の大規模事業の実施計画
・討　　　論 なし

３月７日開催
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▶議案第４１号  平成２４年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①平岡地区の建設改良事業費の増額の理由
 ②補正額の事前状況把握
 ③国の大型補正との関係
 ④２５年度予定事業における前倒しされた事業の割合
 ⑤２６年度事業の考え方
 ⑥２５年度予定事業における前倒しされた事業の金額
・討　　　論 なし
▶議案第４２号  平成２４年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①２５年度予定事業における前倒しされた事業の割合
 ②２５年度当初予算の計上状況
・討　　　論 なし
▶陳情第１号  袖ケ浦市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発

生の防止に関する条例の全部改正に係る審議について

・結　　　果 継続審査
・主 な 質 疑 ① 袖ケ浦市の地域森林計画区域及び水道水源保護地域の有

無
 ② 木更津市と同等の条例を制定した場合の市の考える合意形

成の難しさ
 ③木更津市と本市の違い
 ④市内の地域による格差に対する執行部の考え方
 ⑤地元との合意形成に対する執行部の考え方
 ⑥地元との合意形成に対する様 な々検証状況
 ⑦ 規則にある３００ｍ以内住民８割の許可条件で最大で該当す

る世帯数の検証

 建設経済常任委員
 委 員 長　阿津文男
 副委員長　榎本雅司
 委　　員　粕谷智浩／小国　勇／村田　稔／田邊恒生
　　　　　　塚本幸子／福原孝彦

【議　　案】
▶議案第３３号 平成２５年度袖ケ浦市一般会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①人件費の削減
 ②市民安全パトロ－ルの効果
 ③市民協働の推進
 ④防災行政無線の運用
 ⑤防犯カメラの設置検討
 ⑥長浦商店会街路灯点灯状況と防犯灯の設置
 ⑦普通財産の売却方法
 ⑧災害に対するマニュアル
 ⑨ヨウ素剤の設置検討
 ⑩男女共同参画アンケートの妥当性
 ⑪バス路線補助の改善策
 ⑫市内高速バス、ストップ
 ⑬市内交通空白地帯への対応
 ⑭市保有データのバックアップ方法
 ⑮市庁舎の今後
 ⑯女性幹部の登用
 ⑰ふるさと納税のＰＲ
 ⑱固定資産税税収に対する施政方針の反映
 ⑲保育所事業
 ⑳障害者への補助
 21３世代同居への取り組み
 22放課後児童クラブへの対応
 23ファミリーサポート事業の状況
 24土砂対策パトロールへの取り組み
 25生活保護の現状と改善への取り組み
 26火葬場建設に対する方針
 27君津郡市広域市町村圏への負担割合
 28粗大ごみの収入見込み
 29不法投棄への監視体制
 30椎の森工業団地２期・３期造成に対する市の役割
 31有害鳥獣への対策
 32観光プロモーションの実施方法及び内容
 33産業振興ビジョン
 34資材支給の状況
 35共同電線溝の費用とその効果
 36袖ケ浦海側土地区画整理事業の状況
 37袖ケ浦駅海側の無電柱化
 38雇用促進
 39交差点改良への取り組み
 40市内住宅の耐震対策
 41代宿土地区画整理事業
 42農地・水・保全管理支払交付金事業
 43消防での退職者に対する補充状況と今後の人員体制
 44共同指令センター集約化による状況
 45コンビナート火災に対する市消防の役割
 46救急救命士の配置状況とスキル維持の方策
 47消防団員の報酬
 48小・中学校体育館へのＡＥＤ設置検討
 49特別支援教員の状況
 50読書教育
 51図書館用の本の調達と図書館利用状況
 52要保護・準要保護世帯の現状
 53放課後子ども教室
 54新たな給食センターの衛生管理への対策

 55地域民俗芸能の活性化への取り組み
56消防署の災害発生時に備えた備蓄状況

・討　　　論 なし
▶議案第３４号 平成２５年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①フードモデル
 ②人間ドック助成
 ③資格証・短期保険証の発行状況と発行された人への対応
 ④保険税の徴収状況
 ⑤医療費の抑制策
 ⑥ジェネリック医薬品の推進と啓発
 ⑦医療費通知
 ⑧医療費抑制の中長期の展望
 ⑨保健予防指導の成果
・討　　　論 なし
▶議案第３５号 平成２５年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①短期保険証の取り扱い
 ②保険料の見込額
・討　　　論 なし
▶議案第３６号 平成２５年度袖ケ浦市介護保険特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①償還金の減額理由
 ②介護認定者数の推移
 ③２次予防事業の内容と虚弱高齢者への対策
 ④１次予防事業費の減額理由
 ⑤介護保険料の増額要因
 ⑥減免制度の周知方法
 ⑦認知症サポーター養成
 ⑧特別養護老人ホーム入所待機者数とその対策
 ⑨ホームヘルパーの時間短縮に対する状況
・討　　　論 なし
▶議案第３７号 平成２５年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし 
・討　　　論 なし
▶議案第３８号 平成２５年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①脱水汚泥の最終処分方法
 ②原子力発電所事故の賠償状況
 ③下水道使用料金
 ④バイオマス発電の検討状況
 ⑤区域外流入の現状と今後の見通し
・討　　　論 なし
▶議案第３９号 平成２５年度袖ケ浦市水道事業会計予算
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①老朽管更新の状況と埋設管の耐震強度
 ②浄水場の耐震対応状況と停電時の対応
 ③袖ケ浦駅海側土地区画整理関連事業への対応状況
 ④給水収益減少への対応策
 ⑤委託料削減へ向けた改善
 ⑥水道の普及率と未接続者への対応方針
・討　　　論 なし

 予算審査特別委員
　委 員 長　榎本雅司
　副委員長　木村修平
　委　　員　粕谷智浩／在原直樹／笹生典之／村田　稔
 　　　　　佐久間清／前田美智江／篠﨑龍夫／励波久子
　　　　　　佐藤麗子／福原孝彦

予算審査特別委員会
３月１８日、２１日、２２日開催
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市
政
き
く

市
政
き
く

市
政
き
く

を

3月定例会
一般質問者
（質問者13人）

省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化

対
策
に
効
果
的
で
あ
る

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
公
共
施
設
に
導
入
し

な
い
か
伺
う
。

各
施
設
の
使
用
状
況
を

調
査
し
、
省
エ
ネ
と
経

済
性
を
考
え
、
最
も
適
し
た

導
入
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る

レ
ア
メ
タ
ル
や
貴
金
属

な
ど
を
回
収
す
る
た
め
、
公

共
施
設
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
な
い
か
伺
う
。

環
境
イ
ベ
ン
ト
時
な

ど
、
ボ
ッ
ク
ス
設
置
等

試
験
的
な
回
収
を
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
の
健
康
を
守
る
「
が
ん

対
策
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

胃
が
ん
は
最
近
に
な
っ

て
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が

主
な
原
因
と
判
明
。
こ
の
ピ

ロ
リ
菌
検
診
を
導
入
し
「
胃

が
ん
」
の
防
止
と
受
診
率
向

上
を
図
ら
な
い
か
伺
う
。

未
だ
国
の
「
が
ん
検
診

実
施
の
た
め
の
指
針
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
今
後
、
国
の
動
向
や

医
療
機
関
な
ど
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
見
極
め
て
い
き

ま
す
。子

宮
が
ん
予
防
の
視
点

で
の
講
演
会
を
、
市
独

自
で
開
催
し
、
啓
発
を
し
て

い
か
な
い
か
伺
う
。

市
民
を
対
象
と
し
た
講

演
会
等
を
検
討
し
ま

す
。

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
等

に
よ
る
被
害
対
策
に
つ
い
て

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い

た
め
の
計
画
的
な
方
策

が
必
要
だ
が
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

な
ど
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
、
電
気
柵
・
く

く
り
わ
な
等
を
増
設
し
て
捕

獲
、
駆
除
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

前
田
美
智
江
議
員

環
境
施
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

増
え
る
空
き
家
の
対
策

と
し
て
本
市
独
自
の
条

例
制
定
の
必
要
を
伺
う
。

平
成
25
年
度
に
検
討
会

議
を
立
ち
上
げ
、
条
例

制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

条
例
制
定
に
よ
り
倒
壊

の
恐
れ
の
あ
る
長
浦
駅

付
近
の
ビ
ル
の
改
善
の
効
果

を
伺
う
。

勧
告
や
命
令
に
従
わ
な

い
者
の
氏
名
公
表
や
代

執
行
な
ど
を
規
定
す
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
も
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

空
き
家
条
例
を
検
討
す

る
中
で
国
の
支
援
制
度

の
対
象
も
考
え
、
利
活
用
に

つ
い
て
も
規
定
し
て
い
く
か

伺
う
。先

進
市
の
取
り
組
み
を

調
査
し
た
う
え
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
就
労
支
援
の
促
進
と

取
り
組
み
に
つ
い
て

優
先
調
達
推
進
法
施
行

に
あ
た
り
本
市
の
取
り

組
み
と
計
画
を
伺
う
。

調
達
で
き
る
物
品
・
役

務
等
を
把
握
し
、
周
知

と
紹
介
を
行
い
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

市
役
所
空
き
ス
ペ
ー
ス

に
作
業
所
で
製
作
し
た

製
品
を
展
示
し
、
販
売
拡
大

に
協
力
し
な
い
か
伺
う
。

ロ
ビ
ー
に
て
パ
ン
等
の

販
売
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
立
支
援
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

工
賃
ア
ッ
プ
と
循
環
型

社
会
貢
献
に
繋
が
る
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

市
内
作
業
所
等
で
取
り
組
ま

な
い
か
を
伺
う
。

取
り
組
み
事
例
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

緒
方
妙
子
議
員

危
険
な
空
き
家
・
廃
屋
対
策
に
つ
い
て

市
は
同
様
の
施
設
が
市

内
に
多
数
設
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
休
廃
止
の
理
由

に
し
て
い
る
が
、
他
市
で
は

そ
の
よ
う
な
理
由
で
廃
止
し

て
い
る
所
は
な
い
。
民
間
施

設
が
な
い
の
か
。

各
市
で
も
あ
る
程
度
の

民
間
事
業
所
が
配
置
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

福
祉
作
業
所
存
続
を
求

め
る
署
名
が
昨
年
12
月

に
３
千
623
筆
市
長
に
提
出
さ

れ
た
。
保
護
者
の
声
を
受
け

止
め
存
続
す
べ
き
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
は
。

福
祉
作
業
所
の
検
討
協

議
会
の
検
討
結
果
を

受
け
最
終
的
な
判
断
を
し
ま

す
。

保
育
事
業
に
つ
い
て

来
年
度
当
初
の
待
機
児

童
数
に
つ
い
て
伺
う
。

47
名
と
な
る
見
込
み
で

す
。

 

平
成
27
年
に
昭
和
地
区

に
保
育
園
を
誘
致
し
、

待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
る
見

込
み
な
の
か
伺
う
。

現
状
の
待
機
児
童
は
解

消
で
き
る
見
込
み
で

す
。

保
育
マ
マ
事
業
や
保
育

所
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
は
、
待
機
児
童
解
消

の
た
め
の
暫
定
的
な
措
置
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
な
方
針
な
の
か
。

暫
定
的
な
措
置
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
マ
マ
事
業
は
乳
児

期
の
子
ど
も
が
対
象
で

離
乳
食
や
給
食
の
提
供
を
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

原
則
的
に
は
お
弁
当
持

参
で
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
検

討
を
進
め
る
中
で
参
考
に
し

ま
す
。

励
波
久
子
議
員

福
祉
作
業
所
は
存
続
を
!!

「
わ
ん
ぱ
く
ク
エ
ス
ト
」

事
業
の
参
加
者
増
員
の

検
討
、
及
び
他
市
へ
参
加
を

募
集
し
本
事
業
を
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
な
い
か
伺
う
。

本
事
業
に
係
わ
る
ス

タ
ッ
フ
等
の
人
数
問
題

と
子
ど
も
の
安
全
を
最
大
限

に
考
慮
し
現
在
の
体
制
が
最

適
だ
と
考
え
ま
す
。
同
時
に

本
事
業
を
市
内
の
子
ど
も
達

の
た
め
の
事
業
と
し
、
今
後

も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
広
報
媒
体
の
活
用
に
よ

り
他
市
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

土
曜
授
業
を
本
市
に
お

い
て
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

教
職
員
の
勤
務
時
間
問

題
や
社
会
教
育
団
体
へ

の
影
響
、
及
び
児
童
生
徒
、

教
職
員
の
負
担
等
を
考
え
て

慎
重
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
、
教

職
員
の
悩
み
を
公
正
に

受
け
と
め
る
「
第
三
者
相
談

機
関
」
の
設
置
を
検
討
し
な

い
か
伺
う
。

悩
み
に
対
し
て
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
県
と
も
連
携
し
、

相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
市
内
小
中
学
校
で
も
相

談
週
間
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相
談

員
等
、
教
員
以
外
の
人
員
の

配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

談
し
や
す
い
体
制
の
整
備
を

強
化
、
加
え
て
市
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
で
は
教
育
相
談
窓

口
の
開
設
や
教
育
相
談
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
教
員
の

悩
み
に
対
し
て
も
県
主
催
の

教
職
員
悩
み
相
談
室
等
を
整

備
し
て
お
り
、
第
三
者
相
談

機
関
の
設
置
は
現
在
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

笹
生
典
之
議
員

働
き
盛
り
世
代
の
人
口
増
加
を
目
指
す
う
え
で
の

教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

わんぱくクエストわんぱくクエスト

市
内
の
公
共
交
通
は
、

利
用
者
が
少
な
く
、
市

税
投
入
も
多
く
苦
し
い
。
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
代
案
で

民
間
活
力
を
利
用
し
た
改
善

計
画
も
あ
る
が
、
袖
ケ
浦
駅

＝
袖
ケ
浦
Ｂ
Ｔ
＝
袖
ケ
浦
公

園
＝
ド
イ
ツ
村
＝
横
田
＝
東

京
湾
Ｃ
Ｃ
＝
長
浦
駅
＝
袖
ケ

浦
駅
の
循
環
方
式
に
し
、
一

乗
り
200
円
、
20
分
間
隔
で
、

６
時
か
ら
24
時
ま
で
運
行
す

る
等
の
大
幅
な
改
革
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
カ
ー
利

用
者
を
大
き
く
減
ら
す
よ
う

に
し
て
い
か
な
い
か
。

現
状
の
路
線
バ
ス
の
運

行
費
を
㎞
当
た
り
360
円

で
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
、

約
３
億
円
の
赤
字
と
な
り
実

現
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
事
業
者
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
と
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

市
職
員
の
給
与
体
系
に

は
、
①
人
事
院
勧
告
自

体
が
民
間
の
実
態
よ
り
も

公
務
員
は
高
め
に
な
っ
て
い

る
。
②
勤
務
評
価
を
５
段
階

で
、
全
体
で
標
準
分
布
に
な

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

地
方
公
務
員
の
実
態
は
、
低

い
部
分
が
少
な
い
年
功
序
列

型
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
問

題
が
あ
る
。
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
で
は
、
県
人
事
委
員

会
が
定
め
た
基
準
を
参

考
に
決
め
て
い
ま
す
。
勤
務

評
価
は
、
評
価
者
間
の
客
観

性
と
公
平
性
確
保
の
問
題
な

ど
が
あ
り
、
中
位
集
中
型
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

能
力
の
評
価
な
ど
に
重
点
を

置
い
た
人
事
制
度
へ
の
移

行
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

篠
﨑
龍
夫
議
員

公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

質問順 議員名 質問日
1 前田美智江

3月11日2 励波　久子
3 緒方　妙子
4 篠﨑　龍夫

3月13日
5 笹生　典之
6 田邊　恒生
7 小国　　勇
8 篠原　幸一
9 木村　修平

3月14日
10 福原　孝彦
11 鈴木　憲雄
12 笹生　  猛
13 篠﨑　典之
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本
市
の
農
業
後
継
者
、

ま
た
若
手
育
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
の
農
業
後
継
者
で

組
織
す
る
団
体
が
中
学

校
の
生
徒
を
対
象
に
農
業
体

験
等
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
鳥
獣
駆
除
の

実
績
、
ま
た
本
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

を
主
体
と
し
て
対
策

を
進
め
る
と
共
に
、
国
等
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
農
作

物
被
害
防
止
に
取
り
組
み
ま

す
。

遊
休
農
地
の
現
状
及
び

本
市
の
遊
休
農
地
の
再

生
、
ま
た
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
伺
う
。

農
用
地
区
に
約
100 

ha
遊

休
農
地
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
国
等
の
補
助
事
業
の

周
知
を
図
り
、
遊
休
農
地
の

再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い

て

市
民
か
ら
の
空
き
家
に

対
す
る
苦
情
等
の
有
無

に
つ
い
て
、
ま
た
本
市
の
空

き
家
対
策
の
方
策
を
伺
う
。

苦
情
件
数
は
、
22
件
あ

り
土
地
及
び
建
物
の
所

有
者
を
調
べ
改
善
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
先
進
事

例
を
も
と
に
条
例
制
定
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

袖
ケ
浦
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

に
つ
い
て

本
市
独
自
の
火
葬
場
建

設
の
検
討
を
進
め
て
き

た
が
、
木
更
津
市
と
共
同
建

設
で
す
す
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
今
後
の
対
応
を
伺

う
。

共
同
建
設
に
あ
た
り
、

事
務
の
形
態
や
建
設
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
施
設

の
種
類
、
費
用
の
負
担
割
合

な
ど
を
今
後
両
市
で
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
国
勇
議
員

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

平川中学校農業体験平川中学校農業体験

市
長
が
最
重
要
と
す
る

「
市
民
協
働
」
を
市
民

が
理
解
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

認
知
度
は
低
い
と
思
う

が
、
市
民
に
伝
え
る
努

力
を
し
ま
す
。

見
守
り
・
防
犯
な
ど
、

す
で
に
「
協
働
」
し
て

い
る
市
民
を
表
彰
等
で
評
価

で
き
な
い
か
伺
う
。

市
や
教
育
委
員
会
に
お

い
て
表
彰
制
度
を
設
け

実
施
し
て
い
ま
す
。

広
報
経
費
に
つ
い
て

広
報
の
紙
質
・
配
布
方

法
は
経
費
削
減
で
き
な

い
か
伺
う
。

現
在
の
経
費
は
妥
当
と

考
え
ま
す
。

近
隣
市
は
月
１
回
発
行

だ
が
当
市
も
月
１
回
に

し
た
場
合
、
大
き
な
経
費
削

減
に
な
り
、
比
較
論
で
考
え

れ
ば
ゴ
ミ
袋
の
値
上
げ
よ
り

市
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
月
１
回
に

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

広
報
配
達
を
自
治
会
に

有
料
付
託
で
き
な
い

か
。

自
治
会
役
員
等
と
意
見

交
換
を
し
て
い
き
ま

す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て

市
は
こ
れ
ま
で
市
内
の

生
態
系
や
棲
息
生
物
の

調
査
等
を
行
っ
た
か
伺
う
。

調
査
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

豊
か
な
自
然
環
境
は
市

の
財
産
と
考
え
る
。
多

く
の
絶
滅
危
惧
種
が
生
息
す

る
当
市
に
お
い
て
、
残
土
条

例
案
の
緩
さ
も
含
め
、
自
然

環
境
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て

い
な
い
か
。

近
隣
市
の
取
り
組
み
等

も
参
考
に
し
検
討
し
ま

す
。

木
村
修
平
議
員

市
民
協
働
に
つ
い
て

実
践
的
な
防
災
訓
練
と

機
能
強
化
並
び
に
自
主

防
災
組
織
結
成
を
計
画
的
に

育
成
し
て
い
か
な
い
か
伺

う
。

今
後
も
地
区
別
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
出
前
講

座
や
広
報
紙
に
よ
り
結
成
促

進
に
努
め
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
支
え

る
人
材
の
育
成
並
び
に

地
域
団
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
て
人
材

育
成
を
行
い
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
等
の
協
力
を
得

て
共
助
意
識
の
醸
成
を
図
り

ま
す
。

高
齢
者
等
の
要
援
護
者

の
支
援
体
制
を
自
治
会

内
に
組
織
で
き
な
い
か
伺

う
。

地
域
に
応
じ
た
無
理
の

な
い
支
援
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
助
言

や
指
導
を
行
い
ま
す
。

自
治
会
へ
の
加
入
状
況

や
加
入
促
進
の
取
り
組

み
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

加
入
率
は
低
下
し
て
い

る
た
め
、
加
入
促
進
の

チ
ラ
シ
や
広
報
紙
等
に
よ
る

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
校
等
と
の
避
難
所
運

営
訓
練
に
つ
い
て
伺

う
。

避
難
所
と
な
る
学
校
等

と
連
携
し
て
地
区
別
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、

地
域
が
自
主
的
に
実
施
す
る

訓
練
を
支
援
し
ま
す
。

液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

の
安
定
供
給
に
つ
い
て

液
化
天
然
ガ
ス
備
蓄
を

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
等
交
付
金
の
対
象
と
な
る

よ
う
法
制
化
を
国
に
働
き
か

け
な
い
か
伺
う
。

今
後
も
交
付
金
の
法
制

化
を
国
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

篠
原
幸
一
議
員

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

訓練風景訓練風景

こ
の
計
画
で
は
大
型
の

公
共
事
業
が
目
白
押
し

に
計
画
さ
れ
財
政
が
心
配
さ

れ
る
う
え
、
大
規
模
災
害
、

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
施

策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
新

規
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

火
葬
場
建
設
は
木
更
津

市
と
共
同
に
よ
る
整

備
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
ま

す
。
平
成
26
年
度
に
長
浦
地

区
に
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
９
名
）
及
び
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
29

名
）を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

神
納
の
未
利
用
地
を
活
用
し

て
、
平
成
26
年
度
に
保
育
所

送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

し
、
平
成
27
年
度
に
保
育
園

（
120
名
）
を
誘
致
し
ま
す
。

財
政
力
指
数
な
ど
主
要

指
数
の
見
通
し
を
伺

う
。

計
画
が
終
了
す
る
平
成

27
年
度
末
の
試
算
で

は
財
政
力
指
数
は
単
年
度
で

1.0
を
下
回
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
常
収
支
比
率
は
90
％

を
超
え
、
公
債
費
比
率
は

ピ
ー
ク
時
で
４
％
台
に
な
る

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す

が
起
債
の
公
債
費
負
担
は
過

度
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

健
全
財
政
維
持
の
方
策

に
つ
い
て
伺
う
。

過
去
に
進
め
て
き
た

「
事
務
事
業
の
総
点
検
」

や
「
補
助
金
・
負
担
金
の
見

直
し
」
を
し
予
算
に
逐
次
反

映
し
ま
す
。
ま
た「
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
」
や
「
公

共
施
設
の
あ
り
方
見
直
し
」

を
計
画
的
に
進
め
強
固
な
経

営
構
造
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

田
邊
恒
生
議
員

平
成
２５
年
度
か
ら
２７
年
度
の
第
二
期
実
施
計
画
を

踏
ま
え
た
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

本
市
の
財
政
力
指
数
は

年
々
低
下
し
て
い
る

が
、今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

消
費
税
の
増
収
効
果
で

28
年
度
以
降
に
若
干
改

善
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

地
方
税
収
入
の
落
ち
込

み
が
厳
し
い
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

施
策
を
問
う
。

企
業
振
興
条
例
を
施
行

し
、
新
規
立
地
や
設
備

投
資
を
促
進
、
ま
た
、
事
務

事
業
総
点
検
を
実
施
し
て
強

固
な
経
営
構
造
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

椎
の
森
工
業
団
地
の
整

備
計
画
を
伺
う
。

県
と
の
共
同
事
業
で
あ

り
、
25
年
度
に
基
本
設

計
、
26
年
度
に
実
施
設
計
、

27
〜
28
年
度
に
造
成
工
事
、

29
年
度
に
分
譲
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

策
定
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

「
産
業
が
調
和
し
た
賑

わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
農
業
、
商
工
業
等
の

事
業
者
、
有
識
者
で
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
的
な

方
向
性
を
体
系
化
し
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
改
修
及
び
周
辺
整

備
に
つ
い
て

袖
ケ
浦
駅
南
北
自
由
通

路
の
利
用
方
法
を
伺

う
。

南
北
の
交
通
広
場
を
結

ぶ
も
の
で
、
市
政
情
報

や
観
光
案
内
板
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
も
今
後
さ
ら
に
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

鈴
木
憲
雄
議
員

財
政
・
産
業
政
策
に
つ
い
て

袖ケ浦駅（海側）
完成イメージ図

市
税
収
入
の
将
来
見
通

し
、
地
域
別
人
口
予
測

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

20
年
度
か
ら
減
収
が
続

き
、
24
年
度
も
減
収
の

見
通
し
で
す
。
市
税
収
入
の

本
格
的
な
回
復
は
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
地
域
別
人

口
予
測
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年
各
種
の
値
上

げ
が
さ
れ
て
き
た
。
特

別
職
の
給
与
引
下
げ
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

率
先
垂
範
し
て
身
を
示

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
営
を
担
う
責
任
者
と
し
て

可
能
な
限
り
早
く
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
作
業
所
に
通
所
さ
れ
て

い
る
親
御
さ
ん
の
思
い
は

福
祉
作
業
所
の
存
続
を

求
め
る
署
名
に
つ
い

て
、
市
民
と
の
会
話
を
重
視

し
て
い
る
市
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

検
討
委
員
会
を
含
め

し
っ
か
り
検
討
し
て
い

た
だ
き
最
終
的
に
判
断
し
ま

す
。
保
護
者
と
の
対
話
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

残
土
条
例
の
陳
情
は
水
源
保

護
条
例
地
区
を
守
り
た
い
市

民
の
声
で
は

提
案
さ
れ
た
条
例
で
十

分
と
考
え
て
い
る
の

か
。

今
回
の
条
例
改
正
で

は
、
自
然
、
周
辺
住
民

の
環
境
、
思
い
、
こ
れ
が
条

例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

区
長
連
名
に
よ
る
陳
情

の
重
さ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
施
行
規

則
を
修
正
、
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

陳
情
も
含
め
要
望
に
つ

い
て
も
真

に
受
止
め

直
接
対
話
す
る
考
え
で
す
。

適
宜
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

施
行
規
則
が
変
わ
る
可
能
性

が
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

福
原
孝
彦
議
員

活
気
あ
る
街
づ
く
り
の
為
に
人
口
10
万
人
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
き
で
は
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現
在
、
公
共
工
事
の
下

請
け
賃
金
、
指
定
管
理

業
務
の
委
託
単
価
を
市
は
把

握
し
て
い
な
い
。
公
共
工
事

等
契
約
時
に
末
端
労
働
者
の

適
切
な
報
酬
や
保
障
確
保
の

た
め
に
公
契
約
条
例
を
制
定

し
な
い
か
。

市
は
、
工
事
管
理
や
施

工
体
制
の
点
検
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
民
間
の
賃
金

等
は
、
法
に
基
づ
き
、
当
事

者
間
で
合
意
す
べ
き
で
、
国

な
ど
の
動
向
を
見
き
わ
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
配

慮
す
べ
き
点
は
、
し
っ
か
り

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策
は

空
き
家
条
例
制
定
に
つ

い
て
民
間
ど
う
し
の
問

題
に
ど
の
よ
う
に
市
が
関
わ

る
考
え
か
。

自
治
会
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
協
力
を
願
い
、
今
後
市

民
を
交
え
た
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
早
期
に
条
例
化
す
る

考
え
で
す
。

地
域
経
済
の
た
め
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

は
、
木
造
耐
震
補
強
工

事
を
条
件
と
せ
ず
、
地
域
経

済
活
性
化
策
と
し
て
、
市
内

業
者
で
あ
れ
ば
、
外
壁
な
ど

の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
対
象
と
し

な
い
か
。

耐
震
改
修
工
事
と
あ
わ

せ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
が

多
く
、
リ
フ
ォ
ー
ム
負
担
軽

減
が
効
果
的
と
判
断
し
、
単

独
助
成
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

市
内
業
者
に
伺
っ
て
も

登
録
制
や
耐
震
工
事
が

条
件
で
は
地
域
経
済
が
活
性

し
な
い
と
い
う
。
別
立
て
の

助
成
を
実
施
し
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

篠
﨑
典
之
議
員

公
共
工
事
労
働
賃
金
を
保
証
す
る
条
例
制
定
を

投
票
率
低
下
の
見
解
に

つ
い
て

全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、
当
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
そ
の
対
策
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
投
票
に
来
た

方
を
対
象
に
意
識
調
査
を
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り

中
学
校
へ
出
向
き
、「
出
前

講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

知
事
選
挙
で
の
開
票
時

間
の
目
標
は

開
票
確
定
時
刻
の
目
標

を
午
後
10
時
と
し
、
前

回
比
、
25
分
程
度
の
短
縮
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な

準
備
は
何
を
し
て
い
る

の
か
。

作
業
連
携
を
高
め
る
た

め
に
、
選
挙
ご
と
に
開

票
所
レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

従
事
職
員
に
よ
る
事
前
の
自

主
勉
強
会
や
会
議
の
開
催
、

機
器
点
検
の
実
施
、さ
ら
に
、

高
性
能
自
動
読
み
取
り
機
を

導
入
し
ま
し
た
。

わ
が
市
で
の
開
票
作
業

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
採
用

し
な
い
か
。

秘
密
保
持
な
ど
の
安
全

性
が
、第
一
で
す
の
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
採
用
は
、
現

在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

開
票
作
業
で
ア
ル
バ
イ

ト
採
用
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
仕
事
（
公
権
力
の
行

使
）
を
見
直
し
、
意
識
改

革
の
き
っ
か
け
を
作
ら
な
い

か
。

問
題
意
識
を
持
ち
、
業

務
改
善
を
図
る
こ
と
は

重
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
既

成
概
念
を
変
え
る
意
識
改
革

が
必
要
で
す
。
職
員
の
提
案

制
度
な
ど
を
導
入
し
て
職
員

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
組
織
的
な
提

案
も
導
入
し
、
意
識
改
革
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

笹
生
猛
議
員

選
挙
開
票
事
務
か
ら
意
識
改
革
へ

せんきょ君

議会では、年 4回の定例会開催以外に様々な活動を行っています。
今回は休会中に開催された常任委員会と、議会改革特別委員会の活動をご
紹介します。

議会活動
の紹介

開催日時 委員会名 議　　件
2月6日（水）
午前 10 時 15 分から

議会改革
特別委員会

（1）委員会のスケジュール等について
　①これまでの議会改革の取り組みについて
　・袖ケ浦市議会における議会改革の取り組み状況
について

　・議会改革勉強会について
　　勉強会の経緯
　　議会改革項目に関するアンケート
　②委員会の進め方について
　③行政視察について
（2）その他

2月14日（木）
午後 3時から

総務企画
常任委員会

（1）所管事務調査
　・袖ケ浦市自治基本条例について
（2）その他

2月18日（月）
午後 1時から

文教福祉
常任委員会

（1）所管事務調査
　・介護保険の地域密着型施設の見学について
　　特別養護老人ホーム和心苑
　　特別養護老人ホームみどりの丘
　・   袖ケ浦市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

　・袖ケ浦市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

　・袖ケ浦市指定地域密着型サービス事業者及び指
定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に
関する基準を定める条例の制定について

　・袖ケ浦市新型インフルエンザ等対策本部条例の
制定について

　・第 2期袖ケ浦市国民健康保険特定健康診査等実
施計画（案）について

（2）その他
2月21日（木）
午後 1時 30 分から

建設経済
常任委員会

（1）所管事務調査
　・ 袖ケ浦市都市公園における移動等円滑化のため
に必要な特定公園施設の設置に関する基準を定
める条例（案）について

　・ 袖ケ浦市都市公園の管理に関する条例の一部改
正（案）について

　・ 袖ケ浦市市道における移動等円滑化のために必
要な道路構造の設置に関する基準を定める条例
（案）について

　・袖ケ浦市市道の構造の技術的基準を定める条例
（案）について

　・袖ケ浦市市道に設ける案内標識及び警戒標識等
の寸法を定める条例（案）について

　・袖ケ浦市準用河川管理施設等の構造の技術的基
準を定める条例（案）について

　・袖ケ浦市営住宅設置管理条例の一部改正（案）
について

　・袖ケ浦市公共下水道の構造及び終末処理場の維
持管理の基準を定める条例（案）について

　・袖ケ浦市代宿土地区画整理事業の状況と今後の
予定について

　・粗大ごみ有料化制度の導入について
　・袖ケ浦市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及
び災害の発生の防止に関する条例の全部改正
（案）について

（2）その他

開催日時 委員会名 議　　件
2月25日（月）
午前 10 時から

議会改革
特別委員会

（1）前回の会議概要について
（2）議会の現状、課題等について
（3）行政視察について
（4）その他

4月5日（金）
午前 9時 30 分から

建設経済
常任委員会

（1）議案第 13 号　袖ケ浦市土砂等の埋立て等によ
る土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条
例の全部を改正する条例の制定について

（2）陳情第 1号　袖ケ浦市土砂等の埋立て等による
土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例
の全部改正に係る審議について

（3）その他
4月5日（金）
午後 2時から

総務企画
常任委員会

（1）議案第 2号　袖ケ浦市自治基本条例の制定につ
いて

（2）その他
4月8日（月）
午前 10 時から

議会改革
特別委員会

（1）前回の会議概要について
（2）議会のあり方について
（3）行政視察について
（4）その他

4月17日（水）
午前 8時 30 分から

建設経済
常任委員会

（1）所管事務調査
　　・市原市役所　不法投棄対策課
　　『 土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積

行為の規制に関する条例について』
　　・木更津市役所　生活環境課
　　『 土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害

の防止に関する条例について』
（2）その他

4月19日（金）
午前 10 時から

議会改革
特別委員会

（1）前回の会議概要について
（2）議会改革の方向性について
（3）その他

4月19日（金）
午後 1時 30 分から

総務企画
常任委員会

（1）議案第 2号　袖ケ浦市自治基本条例の制定につ
いて

（2）その他
4月23日（火）
午後 1時から

文教福祉
常任委員会

（1）所管事務調査
　・袖ケ浦市福祉作業所等の施設見学について
　　袖ケ浦市福祉作業所
　　障害者支援施設アドバンスながうら
　　アトリエけやき
　　自立支援センターそらいろ
　・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援
するための法律について

　（2）その他

議会改革特別委員会の様子議会改革特別委員会の様子
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今
年
の
冬
は
雪
の
降
る

日
も
多
く
、
寒
さ
が
厳
し

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
が
、
３
月
に
入
っ
て
か

ら
急
に
暖
か
く
な
り
、
桜

の
開
花
も
記
録
的
な
早
さ

で
迎
え
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
か
ら
始
ま
っ

た
３
月
定
例
会
は
、
常
任

委
員
会
等
で
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
、
発

生
時
刻
に
は
本
議
会
を
中

断
し
て
黙
祷
を
行
い
ま
し

た
。
今
も
多
く
の
苦
難
を

背
負
う
被
災
地
に
１
日
も

早
い
復
興
と
、
か
け
が
え

の
な
い
命
を
失
わ
れ
た
多

く
の
人
々
と
そ
の
遺
族
に

対
し
、
改
め
て
深
く
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
浦
駅・

Ｊ
Ｒ
袖
ケ
浦
駅
の
駅
舎
整

備
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
袖
ケ
浦

駅
海
側
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
が
多

く
盛
り
込
ま
れ
、
前
年
度

比
10.1
％
増
の
246
億
３
千
万

円
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
し
、
３
月
26

日
に
可
決
さ
れ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
か
ら
の

大
事
な
市
税
が
適
正
に
使

わ
れ
て
い
る
か
審
議
し
て

参
り
ま
す
。

3 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧
議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果
議案
第１号

字の区域及び名称の変更について
（主な内容）
　袖ケ浦市代宿土地区画整理事業を完了するに当たり、字の区域及び名称の
変更をする必要が生じたので、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
笹生　猛

議案
第３号

袖ケ浦市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
（主な内容）
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づき、本市の新型インフルエ
ンザ等対策本部に関し、必要な事項を定めるため、新たに条例を制定しようとす
るものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第４号

袖ケ浦市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、介護保険法の一部が改正され、指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運営に関する基準を条例で定めることとされたため、
新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第５号

袖ケ浦市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、介護保険法の一部が改正され、指定地域密着型介護予
防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を条例で定めることとされ
たため、新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第６号

袖ケ浦市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サー
ビス事業者の指定に関する基準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、介護保険法の一部が改正され、指定地域密着型老人福
祉施設入所者生活介護の施設の入所定員等を条例で定めることとされたため、
新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第７号

袖ケ浦市都市公園における移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法
律の一部が改正され、移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を条例で定めることとされたため、新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第８号

袖ケ浦市市道における移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基
準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法
律の一部が改正され、移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を
条例で定めることとされたため、新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第９号

袖ケ浦市市道の構造の技術的基準を定める条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、道路法の一部が改正され、道路の構造の技術的基準を
条例で定めることとされたため、新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１０号

袖ケ浦市市道に設ける案内標識及び警戒標識等の寸法を定める条例の制定
について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、道路法の一部が改正され、市道に設ける案内標識及び
警戒標識等の寸法の基準を条例で定めることとされたため、新たに条例を制定し
ようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１１号

袖ケ浦市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定につ
いて
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、河川法の一部が改正され、準用河川の管理上必要な構
造の技術的基準を条例で定めることとされたため、新たに条例を制定しようとする
ものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１２号

袖ケ浦市公共下水道の構造及び終末処理場の維持管理の基準を定める条例
の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、下水道法の一部が改正され、公共下水道の構造及び終
末処理場の維持管理の基準を条例で定めることとされたため、新たに条例を制定
しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１４号 袖ケ浦市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定

について
（主な内容）
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行に伴う手当の新設並びに持家に
係る住居手当の廃止及び地域手当の減額措置の延長をするため、関係する条
例の一部を改正するものです。

原案可決
（賛成多数）

原案に反対した議員
村田　稔

長谷川　重義
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第１５号

袖ケ浦市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地方自治法の一部が改正され、議会における会派に対し交付する「政務調査
費」の名称が改められたため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１６号

袖ケ浦市防災会議条例及び袖ケ浦市災害対策本部条例の一部を改正する条
例の制定について
（主な内容）
　災害対策の強化を図るため、災害対策基本法の一部が改正されたことに伴い、
防災会議の所掌事務及び組織の改正並びに引用規定の整理を行うため、関係
する条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第１７号

袖ケ浦市障害者介護給付費等支給審査会の委員の定数等を定める条例等の
一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　障害者自立支援法及び児童福祉法の一部が改正されたことに伴い、引用して
いる法律の題名や条項を整理するため、関係する条例の一部を改正しようとする
ものです。

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
笹生　猛

議案
第１８号

袖ケ浦市廃棄物等の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
（主な内容）
　粗大ごみの有料化制度を導入すること、及び地域の自主性及び自立性を高め
るための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律で、廃棄物の処
理及び清掃に関する法律の一部が改正され、一般廃棄物処理施設に置く技術
管理者の資格基準を条例で定めることとされたことに伴い、必要な規定を整備す
るため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）

原案に反対した議員
篠﨑　龍夫
茂木　芳和
励波　久子
笹生　猛
福原　孝彦
篠﨑　典之

議案
第１９号

袖ケ浦市都市公園の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、都市公園法の一部が改正され、都市公園及び都市公園
施設の設置基準を条例で定めることとされたことに伴い、必要な基準を整備する
ため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第２０号

袖ケ浦市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律で、公営住宅法の一部が改正され、市営住宅及び共同施設
の整備基準並びに市営住宅の入居者資格を条例で定めることとされたことなどに
伴い、必要な規定を整備するため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第２１号

袖ケ浦市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
（主な内容）
　袖ケ浦駅海側地区及び福王台桜坂上地区の地区計画の都市計画決定に伴
い、当該区域内の建築物に関する制限を定めるため、条例の一部を改正しようと
するものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第２２号

市道路線の変更について
（主な内容）
　市道路線に続く道路が宅地開発事業により築造されたため、当該市道の終点
を変更することについて、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
笹生　猛

議案
第２３号

市道路線の認定について
（主な内容）
　内房線袖ケ浦駅の北口と南口を結ぶ自由通路及び宅地開発事業により築造さ
れた道路並びに地区の要望に基づき既存道路を市道路線として認定することにつ
いて、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
笹生　猛

議案
第２４号

工事施行協定の締結について（内房線袖ケ浦駅南北自由通路及びこれに支
障する鉄道施設の建替え工事）
（主な内容）
　内房線袖ケ浦駅南北自由通路及びこれに支障する鉄道施設の建替え工事に
係る工事施行協定について、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果
議案
第２５号

平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計資本剰余金の処分について
（主な内容）
　平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計で生じた資本剰余金の処分について、地
方公営企業法第３２条第３項の規定により、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第２６号

平成２４年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第４号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

２２４億
９千４５１万２千円

２２８億
２千７３３万９千円

△３億
３千２８２万７千円

議案
第２７号

平成２４年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

７０億
６千１５３万５千円

６７億
８千１７５万１千円

２億
７千９７８万４千円

議案
第２８号

平成２４年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

３億
９千５３８万７千円

４億
６０万５千円 △５２１万８千円

議案
第２９号

平成２４年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第３号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

３１億
８千４３０万８千円

３３億
１千３４９万円

△１億
２千９１８万２千円

議案
第３０号

平成２４年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

５億
３千１２８万６千円

５億
５千８００万円

△２千
６７１万４千円

議案
第３１号

平成２４年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

１５億
２千１９８万９千円

１６億
８千４０万４千円

△１億
５千８４１万５千円

議案
第３２号

平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第２号）
（主な内容）
補正後の収益的支出予定額　　補正前の収益的支出予定額
１７億８千２１８万円　　　　　　１７億７千６４７万４千円
予定額の増減
５７０万６千円
補正後の資本的支出予定額　　補正前の資本的支出予定額
９億３千４５８万７千円　　　　　９億９千１３０万３千円
予定額の増減
△５千６７１万６千円

原案可決
（全員賛成）

議案
第３３号

平成２５年度袖ケ浦市一般会計予算
（主な内容） 原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減

２４６億３千万円 ２２３億８千万円 10.1% ２２億５千万円
議案
第３４号

平成２５年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計予算
（主な内容） 原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減
７０億
６千１００万円

６５億
９千８００万円 7.0% ４億６千３００万円

議案
第３５号

平成２５年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計予算
（主な内容） 原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減
３億
９千６００万円

３億
９千４００万円 0.5% ２００万円

議案
第３６号

平成２５年度袖ケ浦市介護保険特別会計予算
（主な内容） 原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減
３４億
６千８００万円

３２億
８千９００万円 5.4% １億７千９００万円

議案
第３７号

平成２５年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減

３億
９千６００万円

５億
５千８００万円 △ 29.0％ △１億

６千２００万円
議案
第３８号

平成２５年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減

１３億円 １６億
５千９００万円 △ 21.6％ △３億

５千９００万円
議案
第３９号

平成２５年度袖ケ浦市水道事業会計予算
（1）収益的支出

原案可決
（全員賛成）

２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減
１８億
７７０万８千円

１７億
７千１２７万９千円 2.10% ３千６４２万９千円

（2）資本的支出
２５年度当初予算 ２４年度当初予算 増減率 予算額の増減

７億
８千１３５万３千円

９億
９千２０３万５千円 △ 21.2％ △２億１千

６８万２千円
議案
第４０号

平成２４年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第５号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

２３６億
５千３０２万６千円

２２４億
９千４５１万２千円

１１億
５千８５１万４千円

議案
第４１号

平成２４年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

７億
２千８１０万７千円

５億
３千１２８万６千円

１億
９千６８２万１千円

議案
第４２号

平成２４年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

１７億
６千５２５万９千円

１５億
２千１９８万９千円

２億
４千３２７万円

議案
第４３号

固定資産評価員の選任について
（主な内容）
　固定資産評価員鈴木啓二朗氏が、平成２５年３月３１日をもって退任することに
伴い、その後は、市の職員が固定資産評価員の職を兼務することとし、後任に
髙山栄作氏を選任することについて、議会の同意を求めるものです。

原案同意
（全員賛成）

議案
第４４号

袖ケ浦市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　市の職員が固定資産評価員の職を兼務することに伴い、条例中の規定の整理
を行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

発議案
第１号

袖ケ浦市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
地方自治法の一部改正により、これまで法で定められていた委員の選任方法、
在任期間等の事項が条例に委任されたことに伴い、委員会条例において必要な
規定を整備するため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

発議案
第２号

袖ケ浦市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
（主な内容）
地方自治法の一部改正により、政務調査費の名称及び交付目的が改められたこ
と、交付対象となる経費の範囲を条例で定めることになったこと、また、使途の透
明性の確保が求められていることに伴い、条例の規定を整備するため、条例の
一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）


